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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電球色光を放射する第１の発光素子と、緑色光を放射する第２の発光素子と、赤色光を
放射する第３の発光素子と、青色光を放射する第４の発光素子と、を含む光源部と；
　前記電球色光と前記赤色光と前記緑色光と前記青色光とを混合した第１の光であって、
ｘｙ色度図上における黒体放射軌跡からの偏差が±０．０２以内の相関色温度で表現可能
な第１の色度点の第１の光を、ｘｙ色度図上におけるｙ座標が０．３２以上、０．４５以
下でありｘｙ色度図上におけるｘ座標が０．５１以上のスペクトル軌跡に囲まれる領域内
の第２の色度点の第２の光に変化させる制御を実行する制御部と；
　を具備し、
　前記制御部は、前記第１の光の状態から前記第２の光の状態に遷移させる場合には、前
記第２～第４の発光素子を含む有彩色光源の光量を減ずるように調光し、その後、前記第
１の発光素子の光量を減ずるように調光した後消灯する照明器具。
【請求項２】
　起動後、所定期間で前記有彩色光源および前記第１の発光素子を消灯するタイマ機能を
さらに具備した請求項１記載の照明器具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、照明器具に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　例えば、発光ダイオード（Light Emitting Diode：ＬＥＤ）等の発光素子を光源とする
照明器具の開発が進められている。発光ダイオードを光源とする照明器具としては、例え
ば住宅の天井面等に取付けられるシーリングライトが挙げられる。このような照明器具に
おいては、単に周囲を明るく照らすだけではなく、生活様式の多様化に伴い生活シーンに
合わせた適切な光空間を演出することが望まれている。例えば、周囲の環境や光が生体に
与える影響等を考慮し、使用者の快適性を充足する等の機能が望まれている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１１－１４３４１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明の実施形態は、生活シーンに合わせた適切な光空間を演出することができる、あ
るいは使用者の快適性を充足することができる照明器具を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　実施形態によれば、光源部と；制御部と；を具備する照明器具が提供される。前記光源
部は、第１の発光素子と、第２の発光素子と、第３の発光素子と、第４の発光素子と、を
含む。前記第１の発光素子は、電球色光を放射する。前記第２の発光素子は、緑色光を放
射する。前記第３の発光素子は、赤色光を放射する。前記第４の発光素子は、青色光を放
射する。前記制御部は、前記電球色光と前記赤色光と前記緑色光と前記青色光とを混合し
た第１の光であって、ｘｙ色度図上における黒体放射軌跡からの偏差が±０．０２以内の
相関色温度で表現可能な第１の色度点の第１の光を、ｘｙ色度図上におけるｙ座標が０．
３２以上、０．４５以下でありｘｙ色度図上におけるｘ座標が０．５１以上のスペクトル
軌跡に囲まれる領域内の第２の色度点の第２の光に変化させる制御を実行する。前記制御
部は、前記第１の光の状態から前記第２の光の状態に遷移させる場合には、前記第２～第
４の発光素子を含む有彩色光源の光量を減ずるように調光し、その後、前記第１の発光素
子の光量を減ずるように調光した後消灯する。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明の実施形態によれば、生活シーンに合わせた適切な光空間を演出することができ
る、あるいは使用者の快適性を充足することができる照明器具が提供される。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】図１（ａ）および図１（ｂ）は、実施形態にかかる照明器具を表す模式的斜視図
である。
【図２】実施形態にかかる照明器具を表す模式的分解図である。
【図３】図３（ａ）および図３（ｂ）は、実施形態にかかる照明器具を表す模式的平面図
である。
【図４】図４（ａ）および図４（ｂ）は、実施形態にかかる照明器具を表す模式的断面図
である。
【図５】図５（ａ）および図５（ｂ）は、実施形態にかかる照明器具を表す模式的断面図
である。
【図６】図６（ａ）～図６（ｃ）は、実施形態の発光素子が放射する光の相対分光分布を
表すグラフ図である。
【図７】実施形態にかかる照明器具の要部構成を表すブロック図である。
【図８】図８（ａ）および図８（ｂ）は、実施形態のリモコン送信器を表す模式的平面図
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である。
【図９】「おやすみアシスト」モードにおいて発光素子が放射する光の相対分光分布を表
すグラフ図である。
【図１０】混光比とメラトニン抑制度との間の関係を例示する表である。
【図１１】電球色の光を放射する発光素子の調光比と、メラトニン抑制度相対値と、の間
の関係を例示するグラフ図である。
【図１２】実施形態の制御部が「おやすみアシスト」モードにおいて実行する制御の例を
説明するｘｙ色度図である。
【図１３】図１３（ａ）および図１３（ｂ）は、実施形態の制御部が「おやすみアシスト
」モードにおいて実行する制御の他の例を説明する相対分光分布である。
【図１４】図１４（ａ）および図１４（ｂ）は、実施形態の制御部が実行する制御の例を
説明するｘｙ色度図である。
【図１５】実施形態の制御部が実行する制御の他の例を説明するＬ＊ａ＊ｂ＊表色系であ
る。
【図１６】実施形態の制御部が実行する制御のさらに他の例を説明するフローチャート図
である。
【図１７】実施形態の制御部が実行する制御のさらに他の例を説明するフローチャート図
である。
【図１８】実施形態の制御部が実行する制御のさらに他の例を説明するフローチャート図
である。
【図１９】実施形態の制御部が実行する制御のさらに他の例を説明するフローチャート図
である。
【図２０】実施形態の制御部が実行する制御のさらに他の例を説明するフローチャート図
である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　以下、実施の形態について図面を参照しながら説明する。図面中の同一部分には、同一
番号を付してその詳しい説明は適宜省略し、異なる部分について説明する。なお、図面は
模式的または概念的なものであり、各部分の厚みと幅との関係、部分間の大きさの比率な
どは、必ずしも現実のものと同一とは限らない。また、同じ部分を表す場合であっても、
図面により互いの寸法や比率が異なって表される場合もある。
【０００９】
　図１（ａ）および図１（ｂ）は、実施形態にかかる照明器具を表す模式的斜視図である
。　
　図２は、実施形態にかかる照明器具を表す模式的分解図である。　
　図３（ａ）および図３（ｂ）は、実施形態にかかる照明器具を表す模式的平面図である
。　
　図１（ａ）は、実施形態にかかる照明器具の発光面側を表す模式的斜視図である。図１
（ｂ）は、実施形態にかかる照明器具の発光面とは反対側を表す模式的斜視図である。図
３（ａ）は、実施形態にかかる照明器具の発光面側を表す模式的平面図である。図３（ｂ
）は、図３（ａ）に表した領域Ａ１を拡大して眺めた模式的拡大図である。
【００１０】
　実施形態にかかる照明器具は、器具取付面に設置された配線器具としての引掛けシーリ
ングボディに取付けられて使用される一般家庭用のものである。実施形態にかかる照明器
具は、基板に実装された複数の発光素子を有する光源部から放射される光によって室内の
照明を行うものである。
【００１１】
　図１（ａ）～図３（ｂ）に表したように、実施形態にかかる照明器具１００は、電源部
１１０と、器具本体１２０と、光源部１３０と、配光制御部１４０と、カバー１５０と、
を備える。　
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　カバー１５０は、例えば、乳白色のアクリル樹脂成形体であり、光透過性を有する。カ
バー１５０の下面１５０ａは、発光面を形成する。
【００１２】
　図１（ａ）～図３（ｂ）に表した照明器具１００の外形は円形であるが、これに限定さ
れるわけではない。例えば、照明器具１００の外形は、楕円または方形であってもよい。
【００１３】
　電源部１１０は、冷間圧延鋼板等の金属材料の平板から成形されたシャーシを有する。
電源部１１０のシャーシは、環状に組み合せられている。電源部１１０のシャーシの内部
には、制御部１１５を含む回路部品１１６が設けられている（図２参照）。図１（ｂ）に
表したように、電源部１１０は、上面１１０ａの中央に嵌合部１１１を有する。嵌合部１
１１は、例えば、住宅の天井に設けられた接続器具（配線器具）としての引掛けシーリン
グボディに嵌合し、器具本体１２０を天井に固定する。嵌合部１１１には、引掛けシーリ
ングボディを案内するアダプタガイド１１３が取り付けられている。
【００１４】
　本願明細書においては、説明の便宜上、電源部１１０からみてカバー１５０の側を「下
方」とし、カバー１５０からみて電源部１１０の側を「上方」とする。これは、他の構成
要素においても同様である。
【００１５】
　器具本体１２０は、例えば、冷間圧延鋼板等の金属材料の平板を成形したシャーシであ
る。器具本体１２０の略中央部には、アダプタガイド１１３を通す穴１２１が形成されて
いる。
【００１６】
　光源部１３０は、基板１３１と、複数の発光素子１３３と、を有し、接続部を介して電
源部１１０と分離可能に設けられる。発光素子１３３は、基板１３１の下面１３１ａに設
けられる。基板１３１は、所定の幅寸法を有した略円弧状の２枚の基板が繋ぎ合わされた
構造を有し、全体として略環状に形成されている。つまり、全体として略環状に形成され
た基板１３１は、２枚の分割された基板を有する。複数の分割された基板１３１は、基板
１３１の内側において電線１３５などを介してコネクタ（電気接続部）ＣＮにより電気的
に接続されている。基板１３１は、器具本体１２０の下面１２０ａに固定される。なお、
基板１３１は、４枚の分割された基板を有していてもよい。
【００１７】
　分割された基板を用いることにより、基板１３１の分割部で熱的収縮を吸収して基板１
３１の変形を抑制することができる。なお、複数に分割された基板を用いることが好まし
いが、略環状状に一体的に形成された一枚の基板が用いられてもよい。さらに、特定の基
板１３１の内周側には、電源供給部１３７が設けられている。電源供給部１３７は、具体
的にはコネクタＣＮである。点灯装置と電気接続される出力線Ｗが電源供給部１３７に接
続され、基板１３１の配線パターンを介して複数の発光素子１３３に電力が供給される。
【００１８】
　基板１３１の下面１３１ａには、発光素子１３３の放射光を反射する部材が塗布される
。例えば、基板１３１の下面１３１ａには、酸化チタン等を分散した樹脂が塗布される。
基板１３１の下面１３１ａに反射部材が塗布されることにより、器具本体１２０の中央部
における輝度の低下を防ぐことができる。
【００１９】
　基板１３１は、例えば、ガラスエポキシ樹脂などの絶縁性基板と、銅箔を用いて形成さ
れた配線と、を有する。反射部材は、発光素子１３３が配設された部分を除いた基板１３
１の下面１３１ａに塗布される。すなわち、基板１３１は、反射部材により隠された配線
を有し、複数の発光素子１３３を電気的に接続する。
【００２０】
　発光素子１３３は、ＬＥＤ（Light Emitting Diode）である。発光素子１３３は、表面
実装型のＬＥＤパッケージである。図３（ａ）および図３（ｂ）に表したように、ＬＥＤ
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パッケージは、複数（図３（ａ）の例では２枚）のサークル状の基板１３１の周方向に沿
って実装されている。また、ＬＥＤパッケージは、半径の異なる略同心円の周上に複数列
（図３（ａ）の例では３列）に亘って実装されている。つまり、ＬＥＤパッケージは、内
周側の列（第１の列）、外周側の列（第２の列）、および内周側の列と外周側の列との間
の中間の列（第３の列）に亘って実装されている。
【００２１】
　ＬＥＤパッケージは、概略的にはセラミックスや合成樹脂で形成されたキャビティに配
設されたＬＥＤチップと、ＬＥＤチップを封止するエポキシ系樹脂やシリコーン樹脂等の
モールド用の透光性樹脂と、を有する。
【００２２】
　内周側の列に実装されているＬＥＤパッケージ（第１の白色光源）には、発光色が電球
色（Ｌ）の発光素子１３３Ｌ（第１の発光素子）と、発光色が昼光色（Ｄ）の発光素子１
３３Ｄ（第２の発光素子）と、が用いられている。昼光色（Ｄ）の光の色温度は、電球色
（Ｌ）の光の色温度よりも高い。つまり、発光素子１３３Ｄは、電球色（Ｌ）の光の色温
度よりも高い色温度の光を放射する。発光素子１３３Ｌおよび発光素子１３３Ｄは、円周
上に略等間隔を空けて交互に並べられて配設されている。ＬＥＤチップは、青色光を放射
するＬＥＤチップである。透光性樹脂には、蛍光体が混入されている。電球色（Ｌ）およ
び昼光色（Ｄ）の昼光色系の光を放射できるようにするために、蛍光体として、主として
青色の光とは補色の関係にある黄色系の光を放射する黄色蛍光体や赤み成分を補うため赤
色蛍光体が用いられている。外周側の列のＬＥＤパッケージ（第２の白色光源）の実装形
態は、内周側の列のＬＥＤパッケージの実装形態と同様である。
【００２３】
　本願明細書においては、説明の便宜上、発光色が電球色（Ｌ）の発光素子１３３Ｌおよ
び発光色が昼光色（Ｄ）の発光素子１３３Ｄの少なくともいずれかを「白色光源」あるい
は「主光源」と称する。言い換えれば、「白色光源」および「主光源」とは、相関色温度
の定義域内に色度座標を有する光源をいう。
【００２４】
　中間の列に実装されているＬＥＤパッケージには、発光色が赤色（Ｒ）の発光素子１３
３Ｒ（第３の発光素子）と、発光色が緑色（Ｇ）の発光素子１３３Ｇ（第４の発光素子）
と、発光色が青色（Ｂ）の発光素子１３３Ｂ（第５の発光素子）と、が用いられている。
発光素子１３３ＲのＬＥＤチップは、赤色光を放射するＬＥＤチップである。発光素子１
３３ＧのＬＥＤチップは、緑色光を放射するＬＥＤチップである。発光素子１３３ＢのＬ
ＥＤチップは、青色光を放射するＬＥＤチップである。これらのＬＥＤチップが、モール
ド用の透光性樹脂によって封止されている。
【００２５】
　本願明細書においては、説明の便宜上、発光色が赤色（Ｒ）の発光素子１３３Ｒ、発光
色が緑色（Ｇ）の発光素子１３３Ｇ、および発光色が青色（Ｂ）の発光素子１３３Ｂの少
なくともいずれかを「有彩色光源」あるいは「副光源」と称する。言い換えれば、「有彩
色光源」および「副光源」とは、単一波長の光または単一波長の光で代表される程度に狭
い波長範囲に含まれる光を放射する光源をいう。
【００２６】
　発光素子１３３Ｒ、発光素子１３３Ｇ、および発光素子１３３Ｂは、略円周上に順次、
発光素子１３３Ｒ、発光素子１３３Ｇ、および発光素子１３３Ｂと連続的に略等間隔を空
けて配置されている。　
　各発光素子が放射する光の波長の詳細、および各発光素子が放射する光の相関色温度の
詳細については、後述する。
【００２７】
　なお、発光素子１３３Ｒ、発光素子１３３Ｇ、および発光素子１３３Ｂの配列は、特定
されず順不同でもよく、例えば、発光素子１３３Ｇ、発光素子１３３Ｒ、発光素子１３３
Ｂの順に配列してもよい。また、隣り合う発光素子は、互いに異なる色の光を放射するこ
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とが好ましいが、格別限定されるものではない。一例としては、発光素子１３３Ｒ、発光
素子１３３Ｒ、発光素子１３３Ｇ、発光素子１３３Ｇ、発光素子１３３Ｂ、および発光素
子１３３Ｂのように同色の光を放射する発光素子を２個ずつ連続的に配置することも可能
である。
【００２８】
　実施形態によれば、発光色が互いに異なる複数の発光素子１３３、すなわち、電球色（
Ｌ）の光を放射する発光素子１３３Ｌ、昼光色（Ｄ）の光を放射する発光素子１３３Ｄ、
赤色（Ｒ）の光を放射する発光素子１３３Ｒ、緑色（Ｇ）の光を放射する発光素子１３３
Ｇ、および青色（Ｂ）の光を放射する発光素子１３３Ｂが配置されている。これにより、
各色の光を混合することで表現可能な光色の範囲を広くすることができる。また、各発光
素子から放射される光の出力を個別に制御することで光色を適切に調色することができる
。本願明細書においては、説明の便宜上、各色の光が所定の比率で混合された光を「混光
」と称する。
【００２９】
　配光制御部１４０は、発光素子１３３の配光を制御する。配光制御部１４０について、
図面を参照しつつさらに説明する。
【００３０】
　図４（ａ）および図４（ｂ）は、実施形態にかかる照明器具を表す模式的断面図である
。　
　図５（ａ）および図５（ｂ）は、実施形態にかかる照明器具を表す模式的断面図である
。　
　図４（ａ）は、図３（ａ）に表した切断面Ａ－Ａにおける模式的断面図である。図４（
ｂ）は、図３（ａ）に表した切断面Ｂ－Ｂにおける模式的断面図である。図５（ａ）は、
図３（ａ）に表した切断面Ｃ－Ｃにおける模式的断面図である。図５（ｂ）は、図３（ａ
）に表した切断面Ｄ－Ｄにおける模式的断面図である。
【００３１】
　図４（ａ）に表したように、配光制御部１４０は、器具本体１２０に固定され、発光素
子１３３、並びに、分割された複数の基板１３１の間の電気接続部および電源供給部を覆
う。配光制御部１４０の材料は、例えば樹脂を含む。配光制御部１４０は、光源部（充電
部）１３０の全体を覆う。そのため、配光制御部１４０は、光源部１３０を保護する機能
を有する。なお、配光制御部１４０の内周側には基板１３１の電気接続部および電源供給
部に対応した凸部１４５が形成されている。凸部１４５は、環状方向である周方向にコネ
クタ寸法よりも長い寸法に形成されている。すなわち、配光制御部１４０は、回動させる
ことによって器具本体１２０に着脱する構造であるため、配光制御部１４０の回動の際に
電気接続部ＣＮおよび電線１３５と干渉しないように周方向にコネクタ寸法よりも長い凸
部１４５を有する。
【００３２】
　配光制御部１４０は、レンズ部１４１を有する。レンズ部１４１は、第１の部分１４１
ａと、第２の部分１４１ｂと、第３の部分１４１ｃと、を有する。また、第１の部分１４
１ａと第３の部分１４１ｃとの間、第２の部分１４１ｂと第３の部分１４１ｃとの間、第
１の部分１４１ａの内周側、および第２の部分１４１ｂの外周側の基板１３１に対応する
閉端部１４１ｅの領域には、光拡散部１４１ｆが形成されている。光拡散部１４１ｆは、
例えば凹凸パターンを施すことによって形成されている。光拡散部１４１ｆは、拡散シー
トなどを貼り付けるなど別の手段により形成されても構わない。第１の部分１４１ａは、
内周側の列の発光素子１３３（図４（ｂ）の例では発光素子１３３Ｌおよび発光素子１３
３Ｄ）を覆い、内周側の列の発光素子１３３の配光を制御する。第２の部分１４１ｂは、
中間の例の発光素子１３３（図４（ｂ）の例では発光素子１３３Ｒ、発光素子１３３Ｇ、
および発光素子１３３Ｂ）を覆い、中間の列の発光素子１３３の配光を制御する。第３の
部分１４１ｃは、外周側の列の発光素子１３３（図４（ｂ）の例では発光素子１３３Ｌお
よび発光素子１３３Ｄ）を覆い、外周側の列の発光素子１３３の配光を制御する。つまり



(7) JP 6536662 B2 2019.7.3

10

20

30

40

50

、実施形態の配光制御部１４０は、各列に配設された発光素子１３３の配光を、列ごとに
独立に制御する。
【００３３】
　これにより、カバー１５０の下面（発光面）１５０ａにおける色むらおよび輝度むらを
軽減し、色度および輝度の均一化を図ることができる。
【００３４】
　ここで、外周側の列の発光素子１３３および内周側の列の発光素子１３３を非点灯とし
、中間の列の発光素子１３３だけを点灯させた場合に、レンズ部１４１の形状によっては
カバー１５０の下面１５０ａにおいて輝線が生ずることがある。より具体的には、例えば
図４（ｂ）に表した矢印Ａ１１および矢印Ａ１２のように、中間の列の発光素子１３３か
ら放射された光が第２の部分１４１ｂを透過し、第１の部分１４１ａおよび第３の部分１
４１ｃの少なくともいずれかに入射すると、カバー１５０の下面１５０ａにおいて輝線が
生ずることがある。
【００３５】
　これに対して、実施形態のレンズ部１４１の第２の部分の表面には、拡散処理部１４１
ｄが設けられている。例えば、レンズ部１４１の第２の部分１４１ｂの表面には、ドット
状の散乱体、いわゆるシボパターンが形成されている。また、発光素子１３３からレンズ
部１４１に入射した光のうちの一部の光であって、出射面で反射してレンズ部１４１の背
面側の平坦部に向かう光は、配光制御部１４０の平坦部１４１ｅの領域に向かう。仮に光
拡散部１４１ｆが形成されていない場合には、配光制御部１４０の平坦部１４１ｅで光が
反射し、反射した光がレンズ部１４１から出射される。これにより、輝線が発生し、この
輝線がカバー１５０に映り込むことでカバー１５０の輝度ムラが生じる。これに対して、
配光制御部１４０の平坦部１４１ｅに光拡散部１４１ｆが形成されることにより、平坦部
１４１ｅに向かった光が光拡散部１４１ｆで拡散される。そのため、レンズ部１４１から
の光度の強い輝線は発生せず、カバー１５０の輝度ムラの発生を抑制することができる。
【００３６】
　これにより、図４（ｂ）に表した矢印Ａ１３および矢印Ａ１４のように、第２の部分１
４１ｂを透過した光は、第２の部分１４１ｂの表面の拡散処理部１４１ｄにより拡散する
。すると、第１の部分１４１ａおよび第３の部分１４１ｃに入射する光の量が軽減される
。そのため、カバー１５０の下面１５０ａにおいて輝線が生ずることを抑えることができ
る。一方で、第１の部分１４１ａの表面および第３の部分１４１ｃの表面には、拡散処理
部は設けられていない。そのため、照明器具１００の光束量が低下することを抑えること
ができる。なお、薄型化などのためにカバー１５０とレンズ部１４１との間の距離を小さ
くした場合には、光拡散部１４１ｆを形成したとしても輝度の発生を抑制できない場合が
ある。この場合には、レンズ部１４１の入射面にも拡散処理を施していても構わない。
【００３７】
　図２に関して前述したように、基板１３１は、器具本体１２０の下面１２０ａに固定さ
れる。図５（ａ）に表したように、基板１３１は、穴１３１ｂを有する。一方、器具本体
１２０の下面１２０ａには、下方（発光面側）へ突出した突起部１２３が設けられている
。基板１３１を器具本体１２０の下面１２０ａに取り付ける際には、まず、基板１３１の
穴１３１ｂと器具本体１２０の突起部１２３との位置を合わせ、器具本体１２０の突起部
１２３を基板１３１の穴１３１ｂに挿入する。これにより、基板１３１を器具本体１２０
の下面１２０ａに仮固定あるいは仮置きすることができる。
【００３８】
　前述したように、配光制御部１４０は、器具本体１２０に固定される。図５（ｂ）に表
したように、配光制御部１４０は、爪部１４３を有する。爪部１４３は、鉤形の形状を有
する。爪部１４３の先端部は、器具本体１２０の下面１２０ａと略平行方向に延在する。
一方、器具本体１２０は、穴１２５を有する。穴１２５の長さＤ１は、爪部１４３の先端
部の長さＤ２よりも長い。配光制御部１４０を器具本体１２０に取り付ける際には、まず
、器具本体１２０の穴１２５と爪部１４３との位置を合わせ、爪部１４３を器具本体１２



(8) JP 6536662 B2 2019.7.3

10

20

30

40

50

０の穴１２５に挿入する。続いて、図４（ａ）に表した矢印Ａ１６の方向へ配光制御部１
４０を回転させる。これにより、配光制御部１４０が器具本体１２０に固定される。より
具体的には、各爪部１４３が器具本体１２０の背面側に引っ掛かり、配光制御部１４０を
器具本体１２０に向け引き寄せる。これにより、器具本体１２０と配光制御部１４０との
間に基板１３１を挟持した状態で器具本体１２０と配光制御部１４０とが嵌合される。
【００３９】
　図６（ａ）～図６（ｃ）は、実施形態の発光素子が放射する光の相対分光分布を表すグ
ラフ図である。　
　図６（ａ）は、電球色（Ｌ）の光を放射する発光素子１３３Ｌの相対分光分布を例示す
るグラフ図である。図６（ｂ）は、緑色（Ｇ）の光を放射する発光素子１３３Ｇの相対分
光分布を例示するグラフ図である。図６（ｃ）は、赤色（Ｒ）の光を放射する発光素子１
３３Ｒの相対分光分布を例示するグラフ図である。
【００４０】
　図６（ａ）～図６（ｂ）に表したグラフ図の横軸は、波長（ナノメートル：ｎｍ）を表
す。図６（ａ）～図６（ｂ）に表したグラフ図の縦軸は、相対エネルギーを表す。
【００４１】
　図６（ａ）に表したように、電球色（Ｌ）の光を放射する発光素子１３３Ｌは、５５０
ｎｍ以上、６５０ｎｍ以下の範囲にピーク波長を有する。発光素子１３３Ｌが放射する電
球色（Ｌ）の光の相関色温度は、２０００ケルビン（Ｋ）以上、３５００Ｋ以下である。
【００４２】
　図６（ｂ）に表したように、緑色（Ｇ）の光を放射する発光素子１３３Ｇは、５００ｎ
ｍ以上、５６０ｎｍ以下の範囲にピーク波長を有する。　
　図６（ｃ）に表したように、赤色（Ｒ）の光を放射する発光素子１３３Ｒは、６００ｎ
ｍ以上においてピーク波長を有する。より具体的には、赤色（Ｒ）の光を放射する発光素
子１３３Ｒは、６２０ｎｍ以上、６４０ｎｍ以下の範囲にピーク波長を有する。
【００４３】
　また、昼光色（Ｄ）の光を放射する発光素子１３３Ｄは、４４０ｎｍ以上、４８０ｎｍ
以下の範囲にピーク波長を有する。　
　青色（Ｂ）の光を放射する発光素子１３３Ｂは、４４０ｎｍ以上、４８０ｎｍ以下の範
囲にピーク波長を有する。
【００４４】
　図７は、実施形態にかかる照明器具の要部構成を表すブロック図である。　
　図８（ａ）および図８（ｂ）は、実施形態のリモコン送信器を表す模式的平面図である
。　
　図７に表した照明器具１００は、電源部１１０と、光源部１３０と、間接光光源部１６
０と、制御部１１５と、を備える。電源部１１０は、商用交流電源ＡＣに接続される。光
源部１３０は、電源部１１０に接続される。
【００４５】
　電源部１１０は、直流電源として機能し、商用交流電源ＡＣを受けて直流出力を生成す
る。光源部１３０は、図１（ａ）～図６（ｃ）に関して前述した通りである。
【００４６】
　間接光光源部１６０は、図１（ｂ）に表したように、器具本体１２０の背面側（上側）
に配設され、主として天井面を照らす機能を有する。間接光光源部１６０は、嵌合部１１
１の周囲に複数設けられ、基板１６１と、複数の発光素子１６３と、を有する。基板１６
１は、例えば略長方形状の平板に形成されている。発光素子１６３は、基板１６１の長手
方向に沿って略直線状に並べられ基板１６１に実装されている。発光素子１６３は、電球
色（Ｌ）の光を放射する。
【００４７】
　間接光光源部１６０は、電源部１１０の上部の側壁の４箇所に取り付けられている。よ
り具体的には、図１（ｂ）に表したように、電源部１１０の上部は、略四角形の形成され
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ている。間接光光源部１６０は、略四角形の形状を呈する電源部１１０の上部の側壁に取
り付けられている。４箇所に取り付けられた間接光光源部１６０のそれぞれは、カバー１
６５に覆われている。
【００４８】
　制御部１１５は、設定情報入出力部１１５ａと、調光制御手段１１５ｂと、記憶手段１
１５ｃと、を有する。調光制御手段１１５ｂは、設定情報入出力部１１５ａに接続されて
いる。記憶手段１１５ｃは、設定情報入出力部１１５ａに接続されている。設定情報入出
力部１１５ａには、リモコン信号受信部１２７が接続されている。記憶手段１１５ｃには
、モード記憶部１１８ａが設けられている。
【００４９】
　調光制御手段１１５ｂには、ＰＷＭ制御回路１１７ａと、スイッチング制御回路１１７
ｂと、が設けられている。スイッチング制御回路１１７ｂは、ＰＷＭ制御回路１１７ａに
接続されている。図７に表したように、ＰＷＭ制御回路１１７ａおよびスイッチング制御
回路１１７ｂは、電球色（Ｌ）の光を放射する発光素子１３３Ｌと、昼光色（Ｄ）の光を
放射する発光素子１３３Ｄと、赤色（Ｒ）の光を放射する発光素子１３３Ｒと、緑色（Ｇ
）の光を放射する発光素子１３３Ｇと、青色（Ｂ）の光を放射する発光素子１３３Ｂと、
間接光光源部１６０の発光素子１６３と、のそれぞれに対して設けられている。つまり、
６個のＰＷＭ制御回路１１７ａおよび６個のスイッチング制御回路１１７ｂが設けられて
いる。
【００５０】
　これにより、光源部１３０と、間接光光源部１６０と、を独立して制御可能である。ま
た、発光色ごとの調光制御（個別制御）が可能となっている。したがって、光源部１３０
については、発光色ごとの調光比を調整して発光色ごとの光出力を可変し、電球色（Ｌ）
と、昼光色（Ｄ）と、赤色（Ｒ）と、緑色（Ｇ）と、青色（Ｂ）と、の発光色を混色して
所望の発光色を表現することができる（個別制御モード）。例えば、使用者は、リモコン
送信器１８０の「Ｒ」ボタン１８５、「Ｇ」ボタン１８６、および「Ｂ」ボタン１８７の
少なくともいずれかを操作することにより、発光色ごとの調光比を調整して発光色ごとの
光出力を変更することができる。図８（ａ）および図８（ｂ）に表したリモコン送信器１
８０では、「Ｒ」ボタン１８５、「Ｇ」ボタン１８６、および「Ｂ」ボタン１８７は、通
常状態ではカバー部１８０ａより隠蔽されている一方で、使用者がカバー部１８０ａをス
ライドさせると外部に現れる。
【００５１】
　実施形態にかかる照明器具１００では、生活シーンに合わせた光空間を演出するため、
複数の点灯モードのうちから所望のモードを選択して切替えることができる。より具体的
には、発光素子１３３および発光素子１６３において、発光色ごとの光出力が調整された
複数のモード設定情報（点灯パターン情報）がモード記憶部１１８ａに格納されている。
使用者は、モード記憶部１１８ａに格納された点灯モードをリモコン送信器１８０によっ
て選択し、点灯パターンを再現することができる。　
　例えば、「キレイ」モードと、「くつろぎ」モードと、「シアター」モードと、「おや
すみアシスト」モード（第１の点灯モード）と、が設定されている。
【００５２】
　「キレイ」モードは、電球色（Ｌ）と、昼光色（Ｄ）と、赤色（Ｒ）と、緑色（Ｇ）と
、青色（Ｂ）と、の発光色を混色し、色の再現性の高い演色性に優れた昼光色系の光を表
現して、食卓や色彩を鮮やかにきれいに見せる。「キレイ」モードにおける混光の平均演
色評価数（Ｒａ）は、例えば「９５」である。例えば、使用者は、リモコン送信器１８０
の「キレイ」ボタン１８１を押すことにより、「キレイ」モードを選択し実行させること
ができる。
【００５３】
　「くつろぎ」モードは、光源部１３０による電球色（Ｌ）の下向きの光と、間接光光源
部１６０による電球色（Ｌ）の上向きの光と、の組み合わせにより、空間全体を電球色（
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Ｌ）のやわらかい光で照らし、落ち着きのあるくつろぎ空間を演出する。例えば、使用者
は、リモコン送信器１８０の「くつろぎ」ボタン１８２を押すことにより、「くつろぎ」
モードを選択し実行させることができる。
【００５４】
　「シアター」モードは、間接光光源部１６０による電球色（Ｌ）の上向きの光のみによ
る照明である。「シアター」モードは、天井面を照らすことができ、映画館の臨場感を演
出し、ホームシアターを楽しむ光空間を創出する。例えば、使用者は、リモコン送信器１
８０の「シアター」ボタン１８３を押すことにより、「シアター」モードを選択し実行さ
せることができる。
【００５５】
　「おやすみアシスト」モードは、昼光色（Ｄ）の光を放射する発光素子１３３Ｄおよび
青色（Ｂ）の光を放射する発光素子１３３Ｂを不点とし、電球色（Ｌ）と、赤色（Ｒ）と
、緑色（Ｇ）と、の発光色を混色する。「おやすみアシスト」モードは、メラトニン抑制
度が比較的低い光を実現することができ、夜間の照明による睡眠への悪影響を低減して使
用者に対して快眠を促す。「おやすみアシスト」モードにおける混光の平均演色評価数（
Ｒａ）は、比較的高く、電球色（Ｌ）の光、赤色（Ｒ）の光、および緑色（Ｇ）の光のそ
れぞれの平均演色評価数（Ｒａ）よりも高い。「おやすみアシスト」モードにおいて電球
色（Ｌ）と、赤色（Ｒ）と、緑色（Ｇ）と、の発光色が混色された光（混光）の相関色温
度は、電球色（Ｌ）の光の相関色温度よりも低い。例えば、使用者は、リモコン送信器１
８０の「おやすみアシスト」ボタン１８４を押すことにより、「おやすみアシスト」モー
ドを選択し実行させることができる。
【００５６】
　このように設定された点灯モードを再現する場合には、使用者は、リモコン送信器１８
０を操作して、特定のモードを選択する。モード選択信号がリモコン信号受信部１２７で
受信されると、受信された信号が設定情報入出力部１１５ａに送信される。設定情報入出
力部１１５ａは、選択されたモード設定情報（点灯パターン情報）をモード記憶部１１８
ａから読み出し、調光制御手段１１５ｂに送信する。
【００５７】
　調光制御手段１１５ｂにおけるＰＷＭ制御回路１１７ａは、モード設定情報に基づいて
ＰＷＭ制御信号を生成してスイッチング制御回路１１７ｂへ送出する。スイッチング制御
回路１１７ｂは、ＰＷＭ制御信号に基づいてＰＷＭ制御し、光源部１３０の各発光素子１
３３および間接光光源部１６０の発光素子１６３に電源部１１０からの直流出力を供給す
る。これにより、モード設定情報に従った調光比で各色の発光素子１３３、１６３が発光
色ごとに制御され、所定の混光比で発光され、全体として混色した発光色が表現される。
【００５８】
　「おやすみアシスト」モードについて、図面を参照しつつさらに説明する。　
　図９は、「おやすみアシスト」モードにおいて発光素子が放射する光の相対分光分布を
表すグラフ図である。
【００５９】
　図９に表したグラフ図の横軸は、波長（ナノメートル：ｎｍ）を表す。図９に表したグ
ラフ図の縦軸は、相対エネルギーを表す。図９に表した相対分光分布は、電球色（Ｌ）の
光を放射する発光素子１３３Ｌと、赤色（Ｒ）の光を放射する発光素子１３３Ｒと、緑色
（Ｇ）の光を放射する発光素子１３３Ｇと、を「０．８３：０．１２：０．０５」の比率
で混光した例を表す。
【００６０】
　「おやすみアシスト」モードにおいて放射される混光の分光分布は、６００ｎｍ以上、
６５０ｎｍ以下の波長範囲においてエネルギーのピークを有する。図９に表した相対分光
分布では、波長が６３５ｎｍの場合にエネルギーのピークが存在する。　
　分光分布のエネルギーの最大値を「１」とすると、「おやすみアシスト」モードにおい
て放射される混光の３８０ｎｍ以上、５００ｎｍ以下の波長範囲におけるエネルギーのピ
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ーク値は、０．２５以下である。図９に表した相対分光分布では、３８０ｎｍ以上、５０
０ｎｍ以下の波長範囲におけるピークの相対エネルギーは、「０．２」である。分光分布
のエネルギーの最大値を「１」とすると、「おやすみアシスト」モードにおいて放射され
る混光の５３０ｎｍ以上、６００ｎｍ以下の波長範囲におけるエネルギーのピーク値は、
０．２５以上、０．６以下である。図９に表した相対分光分布では、５３０ｎｍ以上、６
００ｎｍ以下の波長範囲におけるピークの相対エネルギーは、「０．４８」である。
【００６１】
　発光素子１３３Ｌが放射する電球色（Ｌ）の光の平均演色評価数（Ｒａ）は、「８４」
である。前述した比率（０．８３：０．１２：０．０５）の混光の平均演色評価数（Ｒａ
）は、「９３」である。つまり、電球色（Ｌ）の光を放射する発光素子１３３Ｌと、赤色
（Ｒ）の光を放射する発光素子１３３Ｒと、緑色（Ｇ）の光を放射する発光素子１３３Ｇ
と、の混光により、電球色（Ｌ）の光が放射される場合と比較して、平均演色評価数（Ｒ
ａ）が高まっている。
【００６２】
　図１０は、混光比とメラトニン抑制度との間の関係を例示する表である。　
　図１１は、電球色の光を放射する発光素子の調光比と、メラトニン抑制度相対値と、の
間の関係を例示するグラフ図である。
【００６３】
　本発明者は、電球色（Ｌ）の光を放射する発光素子１３３Ｌと、赤色（Ｒ）の光を放射
する発光素子１３３Ｒと、緑色（Ｇ）の光を放射する発光素子１３３Ｇと、の混光比（調
光比）と、メラトニン抑制度と、の間の関係について検討を行った。メラトニン抑制度に
ついては、Brainardのメラトニン作用感度曲線をBrainard（λ）とし、次の式により算出
した。

　　Brainard（λ）×相対分光分布／Ｖ（λ）×相対分光分布　・・・式（１）

　式（１）の中の「Ｖ（λ）」は、明所視標準比視感度である。また、電球色（Ｌ）の光
を放射する発光素子１３３Ｌのみを点灯させたときのメラトニン抑制度を「１」とし、各
混光比におけるメラトニン抑制度を相対値で表した。検討の結果の例は、図１０に表した
通りである。
【００６４】
　また、本発明者は、赤色（Ｒ）の光を放射する発光素子１３３Ｒと、緑色（Ｇ）の光を
放射する発光素子１３３Ｇと、の出力を一定とし、電球色（Ｌ）の光を放射する発光素子
１３３Ｌを減光した場合において、発光素子１３３Ｌの混光比と、メラトニン抑制度相対
値と、の間の関係について検討を行った。電球色（Ｌ）の光を放射する発光素子１３３Ｌ
のみを点灯させたときのメラトニン抑制度を「１」とし、発光素子１３３Ｌの各混光比に
おけるメラトニン抑制度を相対値で表した。検討の結果の例は、図１１に表した通りであ
る。
【００６５】
　図１０に表した表および図１１に表したグラフ図によれば、電球色（Ｌ）の光を放射す
る発光素子１３３Ｌの混光比を低下させると、メラトニン抑制度が低下する。ここで混光
比とは、混合する光の光束の比を表す。
【００６６】
　そこで、実施形態の制御部１１５は、「おやすみアシスト」モードでは、電球色（Ｌ）
と、赤色（Ｒ）と、緑色（Ｇ）と、の発光色を混色した後、電球色（Ｌ）の光を放射する
発光素子１３３Ｌのみを減光する制御を実行する。続いて、制御部１１５は、発光素子１
３３Ｌの出力が所定値以下になると、発光素子１３３Ｇおよび発光素子１３３Ｒを減光す
る制御を実行する。
【００６７】
　電球色（Ｌ）の光を放射する発光素子１３３Ｌの調光率（混光比）が「０．４」になる
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と、混光が相関色温度の定義領域から外れる。混光が相関色温度の定義領域から外れると
、見た目の光色が不自然になる可能性がある。そのため、制御部１１５は、発光素子１３
３Ｌの混光比を「０．５」に低下させると、発光素子１３３Ｌの混光比と、発光素子１３
３Ｇの混光比と、発光素子１３３Ｒの混光比と、を保ったままで、すなわち光色を保った
ままで減光し、就寝時に消灯する制御を実行することがより好ましい。
【００６８】
　実施形態によれば、生活シーンに合わせた適切な光空間を演出することができる。つま
り、「おやすみアシスト」モードにおける混光に含まれる青色光の成分を相対的に低減し
、在室者のメラトニン抑制度を低減することで快眠を促すことができる。また、発光素子
１３３Ｌの出力が所定値以下になると、発光素子１３３Ｇおよび発光素子１３３Ｒを減光
することで、青色光の成分を所定値以下に低減させた後において違和感を抑えた光色を保
つことができる。さらに、「おやすみアシスト」モードにおける混光により、平均演色評
価数が比較的高い光を提供することができ、室内の光色を自然な光色に保つことができる
。
【００６９】
　図３（ａ）および図３（ｂ）に関して前述したように、内周側の列に実装されているＬ
ＥＤパッケージには、発光色が電球色（Ｌ）の発光素子１３３Ｌと、発光色が昼光色（Ｄ
）の発光素子１３３Ｄと、が用いられている。外周側の列のＬＥＤパッケージの実装形態
は、内周側の列のＬＥＤパッケージの実装形態と同様である。中間の列に実装されている
ＬＥＤパッケージには、発光色が赤色（Ｒ）の発光素子１３３Ｒと、発光色が緑色（Ｇ）
の発光素子１３３Ｇと、発光色が青色（Ｂ）の発光素子１３３Ｂと、が用いられている。
【００７０】
　これにより、「おやすみアシスト」モードにおいて、昼光色（Ｄ）の光を放射する発光
素子１３３Ｄと、青色（Ｂ）の光を放射する発光素子１３３Ｂと、を消灯しても、就寝時
の消灯の前に色味が低下することを配光制御部１４０が抑えることができる。そのため、
内周側の列の電球色（Ｌ）と、中間の列の赤色（Ｒ）および緑色（Ｇ）と、外周側の列の
電球色（Ｌ）と、の発光色を、輝度ムラを発生させずに混色することができる。
【００７１】
　次に、実施形態の制御部１１５が実行する制御の例について、図面を参照しつつ説明す
る。　
　図１２は、実施形態の制御部が「おやすみアシスト」モードにおいて実行する制御の例
を説明するｘｙ色度図である。
【００７２】
　「おやすみアシスト」モードが設定されると、実施形態の制御部１１５は、図１２に表
した色度点Ａの混光を放射する制御を実行する。色度点Ａの混光の相関色温度は、例えば
２２００Ｋである。色度点Ａの黒体放射軌跡からの偏差Δｕｖは、例えば「０」である。
続いて、制御部１１５は、時間の経過とともに、色度点Ａの混光が図１２に表した色度点
Ｂの混光へ変化する制御を実行する。色度点Ｂの座標（ｘ，ｙ）は、例えば（０．６２，
０．３６）である。色度点Ｂの混光の色は、オレンジ色である。
【００７３】
　このように、実施形態の制御部１１５は、「おやすみアシスト」モードが設定されると
、ｘｙ色度図上において黒体放射軌跡からの偏差Δｕｖが±０．０２以内の第１の色度点
であって、相関色温度で表現可能な第１の色度点の混光（第１の光）を放射する制御を実
行する。続いて、制御部１１５は、第１の色度点の混光が、ｘｙ色度図上において、ｙ座
標が０．３２以上、０．４５以下であり、ｘ座標が０．５１以上の領域Ａ２であって、ス
ペクトル軌跡に囲まれる領域Ａ２の内部の第２の色度点の混光（第２の光）へ時間経過と
ともに変化する制御を実行する。
【００７４】
　この例によれば、制御部１１５は、第１の色度点の混光を第２の色度点の混光へ変化さ
せることで、睡眠を比較的妨げにくい低色温度の光を、青色光の成分が相対的にさらに低
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い光へ変化させる。例えば、制御部１１５は、就寝の１時間前に第１の色度点の混光を放
射させ、就寝の１０分前から徐々に第１の色度点の混光を第２の色度点の混光へ変化させ
つつ明るさを低下させ、就寝時刻に消灯する制御を実行する。これによれば、「おやすみ
アシスト」モードの初期では、相関色温度の定義領域内の色度を有する光が放射されるこ
とで、見た目の違和感を抑えることができる。また、「おやすみアシスト」モードの初期
から睡眠時刻（就寝時刻）にかけて、第１の色度点の混光が徐々に赤色の濃くなる色度の
領域Ａ２内の第２の色度点の混光に変化することで、睡眠を促すホルモンとしてのメラト
ニンの分泌を抑制せず、自然な眠りを促すことができる。
【００７５】
　図１３（ａ）および図１３（ｂ）は、実施形態の制御部が「おやすみアシスト」モード
において実行する制御の他の例を説明する相対分光分布である。　
　図１３（ａ）は、制御部１１５が光色を変化させる前の光の相対分光分布の例である。
図１３（ｂ）は、制御部１１５が光色を変化させた後の光の相対分光分布の例である。図
１３（ａ）および図１３（ｂ）に表したグラフ図の横軸は、波長（ナノメートル：ｎｍ）
を表す。図１３（ａ）および図１３（ｂ）に表したグラフ図の縦軸は、相対エネルギーを
表す。
【００７６】
　「おやすみアシスト」モードが設定されると、実施形態の制御部１１５は、図１３（ａ
）の相対分光分布で表される第１の混光（第１の光）を放射する制御を実行する。分光分
布のエネルギーの最大値を「１」とすると、第１の混光の５００ｎｍ以下の波長域におけ
るエネルギーの最大値は、０．２５以下である。図１３（ａ）に表した相対分光分布の例
では、第１の混光の５００ｎｍ以下の波長域におけるエネルギーの最大値は、「０．１４
」である。
【００７７】
　続いて、制御部１１５は、時間の経過とともに、第１の混光が図１３（ｂ）の相対分光
分布で表される第２の混光（第２の光）へ変化する制御を実行する。分光分布のエネルギ
ーの最大値を「１」とすると、第２の混光の５００ｎｍ以下の波長域におけるエネルギー
の最大値は、０．１以下である。図１３（ｂ）に表した相対分光分布の例では、第２の混
光の５００ｎｍ以下の波長域におけるエネルギーの最大値は、「０．００２」である。
【００７８】
　この例によれば、制御部１１５は、第１の混光を第２の混光へ変化させることで、睡眠
を比較的妨げにくい低色温度の光を、青色光の成分が相対的にさらに低い光へ変化させる
。例えば、制御部１１５は、就寝の１時間前に第１の混光を放射させ、就寝の１０分前か
ら徐々に第１の混光を第２の混光へ変化させつつ明るさを低下させ、就寝時刻に消灯する
制御を実行する。これによれば、第１の混光の分光分布に含まれる青色光の成分が所定値
以下であるため、メラトニンの分泌を比較的抑制しにくい。また、「おやすみアシスト」
モードの初期から睡眠時刻（就寝時刻）にかけて、第１の混光を第２の混光へ変化させる
ことで、メラトニン抑制への悪影響がより一層少ない光を実現することができる。
【００７９】
　図１４（ａ）および図１４（ｂ）は、実施形態の制御部が実行する制御の例を説明する
ｘｙ色度図である。　
　ｘｙ色度図上において、電球色（Ｌ）の光を放射する発光素子１３３Ｌの色度座標、昼
光色（Ｄ）の光を放射する発光素子１３３Ｄの色度座標、赤色（Ｒ）の光を放射する発光
素子１３３Ｒの色度座標、緑色（Ｇ）の光を放射する発光素子１３３Ｇの色度座標、およ
び青色（Ｂ）の光を放射する発光素子１３３Ｂの色度座標は、例えば図１４（ａ）に表し
た通りである。
【００８０】
　ここで、任意の混光比の点灯状態から他の混光比の点灯状態に変化させる制御が実行さ
れる過程において、各発光素子の混光比によっては不自然な色の光が放射されることがあ
る。例えば、図１４（ｂ）に表したように、第１の点灯状態から第２の点灯状態に変化さ
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せる場合について説明する。第１の点灯状態では、青色（Ｂ）の光を放射する発光素子１
３３Ｂだけが点灯している。第２の点灯状態では、赤色（Ｒ）の光を放射する発光素子１
３３Ｒと、電球色（Ｌ）の光を放射する発光素子１３３Ｌと、が点灯している。つまり、
第２の点灯状態では、発光素子１３３Ｒと発光素子１３３Ｌとの混光が放射されている。
【００８１】
　第１の点灯状態から第２の点灯状態に変化させるときに、発光素子１３３Ｌ、発光素子
１３３Ｒ、および発光素子１３３Ｂのすべての調光が同時に変化すると、光色が例えば図
１４（ｂ）に表した領域Ａ３のような高彩度の赤紫色の領域を通過する可能性がある。す
ると、使用者の意図しない不自然な色の光が放射される可能性がある。
【００８２】
　これに対して、実施形態では、まず、第１の点灯状態から発光素子１３３Ｌが点灯する
（第１の制御過程）。続いて、発光素子１３３Ｂが消灯する（第２の制御過程）。つまり
、制御部１１５は、第１の点灯状態から第２の点灯状態に変化させるときに、発光素子の
種類に応じて各発光素子を時間差をもって調光する制御を実行する。　
　これにより、任意の混光比の点灯状態から他の混光比の点灯状態に変化させる制御が実
行される過程において、不自然な色の光が放射されることを抑えることができる。
【００８３】
　例えば、制御部１１５は、有彩色光源のみが点灯した状態から白色光源のみが点灯する
状態、あるいは有彩色光源のみが点灯した状態から白色光源および有彩色光源が点灯する
状態に変化させるときには、有彩色光源の制御よりも白色光源の制御を先に実行開始する
。　
　例えば、制御部１１５は、有彩色光源のみが点灯した状態から有彩色光源のみが点灯す
る他の状態に変化させるときには、白色光源を点灯させた後に有彩色光源の制御を実行し
、その後に、白色光源を消灯させる制御を実行する。
【００８４】
　これによれば、有彩色光源の制御よりも白色光源の制御が先に実行開始されるため、そ
の後に有彩色光源の混光状態が変化しても高彩度の領域で色相が変化することを抑えるこ
とができる。そのため、不自然な色の光が放射されることを抑えることができる。
【００８５】
　例えば、制御部１１５は、白色光源および有彩色光源が点灯した状態から白色光源およ
び有彩色光源の少なくともいずれかが点灯する他の状態に変化させるときには、白色光源
の制御よりも有彩色光源の制御を先に実行開始する。　
　例えば、制御部１１５は、白色光源のみが点灯した状態から有彩色光源のみが点灯する
状態に変化させるときには、白色光源の制御よりも有彩色光源の制御を先に実行開始する
。
【００８６】
　これによれば、白色光源が点灯した状態から、白色光源の制御よりも有彩色光源の制御
が先に実行開始されるため、高彩度の領域で色相が変化することを抑えることができる。
そのため、不自然な色の光が放射されることを抑えることができる。
【００８７】
　図１５は、実施形態の制御部が実行する制御の他の例を説明するＬ＊ａ＊ｂ＊表色系で
ある。　
　Ｌ＊ａ＊ｂ＊表色系において、赤色（Ｒ）の光を放射する発光素子１３３Ｒの色度座標
、緑色（Ｇ）の光を放射する発光素子１３３Ｇの色度座標、および青色（Ｂ）の光を放射
する発光素子１３３Ｂの色度座標は、例えば図１５に表した通りである。
【００８８】
　図１４（ａ）および図１４（ｂ）に関して前述したように、任意の混光比の点灯状態か
ら他の混光比の点灯状態に変化させる制御が実行される過程において、各発光素子の混光
比によっては不自然な色の光が放射されることがある。例えば、図１５に表したように、
赤色（Ｒ）の光を放射する発光素子１３３Ｒが点灯した状態から青色（Ｂ）の光を放射す
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る発光素子１３３Ｂが点灯する状態に変化させる場合について説明する。
【００８９】
　発光素子１３３Ｒのみが点灯した状態から発光素子１３３Ｂのみが点灯する状態に変化
させるときに、発光素子１３３Ｒの出力を徐々に低くし、発光素子１３３Ｂの出力を徐々
に高くすると、図１５に表した第１の制御過程のように、光色は、Ｌ＊ａ＊ｂ＊表色系に
おいて発光素子１３３Ｒの色度座標と発光素子１３３Ｂの色度座標とを結ぶ直線よりもや
や円周側を変化する。すると、第１の制御過程において、光色が鮮やかな赤紫色を経由し
、利用者に不自然な印象を与える可能性がある。
【００９０】
　これに対して、実施形態では、発光素子１３３Ｒのみが点灯した状態から発光素子１３
３Ｂのみが点灯する状態に変化させる過程において、第１の制御過程よりもＬ＊ａ＊ｂ＊

表色系の原点に近い領域を経由する第２の制御過程を通るように、緑色（Ｇ）を加えた制
御が実行される。つまり、制御部１１５は、第１の点灯状態から第２の点灯状態に変化さ
せるときに、変化の過程で呈する光色のＬ＊ａ＊ｂ＊表色系の色度が第１の点灯状態の色
度座標と第２の点灯状態の色度座標とを結ぶ直線よりも原点に近い領域に位置する制御を
実行する。
【００９１】
　これによれば、点灯状態が変化する過程において、光色が彩度の比較的低い領域を経由
するため、見た目の不自然さを緩和することができる。図１５に表した例では、第２の制
御過程において、光色が赤色（Ｒ）から赤みの白色および青みの白色を経由し青色（Ｂ）
に変化する。そのため、不自然な印象を与えることを抑えることができる。
【００９２】
　図１６は、実施形態の制御部が実行する制御のさらに他の例を説明するフローチャート
図である。　
　この例では、「キレイ」モード、「くつろぎ」モード、または「シアター」モードが選
択された場合について説明する。
【００９３】
　使用者は、例えばリモコン送信器１８０の「キレイ」ボタン１８１を操作して、「キレ
イ」モードを選択する（ステップＳ１０１）。または、使用者は、例えばリモコン送信器
１８０の「くつろぎ」ボタン１８２を操作して、「くつろぎ」モードを選択する（ステッ
プＳ１０３）。または、使用者は、例えばリモコン送信器１８０の「シアター」ボタン１
８３を操作して、「シアター」モードを選択する（ステップＳ１０５）。
【００９４】
　続いて、制御部１１５は、タイマ機能が設定されたか否かを判断する（ステップＳ１０
７）。この例におけるタイマ機能は、いわゆる睡眠用の「切タイマ機能」であり、所定時
間後に発光素子１３３を消灯させる機能をいう。タイマ機能が設定されていない場合には
（ステップＳ１０７：Ｎｏ）、制御部１１５は、タイマ機能が設定されたか否かを引き続
き判断する（ステップＳ１０７）。
【００９５】
　一方で、タイマ機能が設定された場合には（ステップＳ１０７：Ｙｅｓ）、制御部１１
５は、「おやすみアシスト」モードを実行する。「おやすみアシスト」モードにおいて実
行される制御は、例えば図９～図１３（ｂ）に関して前述した通りである。続いて、制御
部１１５は、すべての発光素子１３３を消灯する（ステップＳ１１１）。このように、図
１６に表した例では、「おやすみアシスト」モード以外の点灯モードであって発光色ごと
の光出力が予め調整された点灯モード（第２の点灯モード）が選択された場合において、
タイマ機能が設定されると、制御部１１５は、「おやすみアシスト」モードを経由してす
べての発光素子１３３を消灯する制御を実行する。言い換えれば、「おやすみアシスト」
モード以外の点灯モードであって発光色ごとの光出力が予め調整された点灯モードが選択
された場合において、タイマ機能が設定されると、制御部１１５は、選択されていた点灯
モードから「おやすみアシスト」モードへ移行する制御を実行する。この制御は、「キレ
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イ」モード、「くつろぎ」モード、または「シアター」モードの点灯を単に減光し消灯す
る制御とは異なる。
【００９６】
　これによれば、入眠を阻害しない「おやすみアシスト」モードを経由してタイマ機能が
作動することで、例えば覚醒作用を有する点灯モード（例えば「キレイ」モードなど）が
設定されていた場合でも、入眠を促すことができる。そのため、睡眠への悪影響を抑制す
る明かりを提供することができる。
【００９７】
　図１７は、実施形態の制御部が実行する制御のさらに他の例を説明するフローチャート
図である。　
　この例では、「キレイ」モード、「くつろぎ」モード、または「シアター」モードが選
択された場合について説明する。
【００９８】
　使用者は、例えばリモコン送信器１８０の「キレイ」ボタン１８１を操作して、「キレ
イ」モードを選択する（ステップＳ１２１）。または、使用者は、例えばリモコン送信器
１８０の「くつろぎ」ボタン１８２を操作して、「くつろぎ」モードを選択する（ステッ
プＳ１２３）。または、使用者は、例えばリモコン送信器１８０の「シアター」ボタン１
８３を操作して、「シアター」モードを選択する（ステップＳ１２５）。
【００９９】
　すると、制御部１１５は、個別制御を不能とする（ステップＳ１２７）。つまり、発光
色ごとの光出力が予め調整された点灯モードが選択された場合には、制御部１１５は、発
光色ごとの調光比を調整して発光色ごとの光出力を可変させる機能を禁止する。これによ
り、特定の調色比による効果が得られなくなることを抑えることができる。言い換えれば
、発光色ごとの光出力が予め調整された各点灯モードの設定情報を保持することができる
。
【０１００】
　なお、「おやすみアシスト」モードが選択された場合には、「おやすみアシスト」モー
ドにおいて点灯する電球色（Ｌ）と、赤色（Ｒ）と、緑色（Ｇ）と、の範囲内において、
発光色ごとの調光比を調整して発光色ごとの光出力を可変としてもよい。つまり、「おや
すみアシスト」モードでは、電球色（Ｌ）と、赤色（Ｒ）と、緑色（Ｇ）と、の範囲内に
おいて、調光および調色が可能とされてもよい。
【０１０１】
　続いて、制御部１１５は、「全光」モードが設定されたか否かを判断する（ステップＳ
１２９）。「全光」モードとは、光源部１３０のうちの電球色（Ｌ）および昼光色（Ｄ）
のすべての発光素子１３３の光出力を最大にして発光色を混色するモードをいう。「全光
」モードは、色の再現性の高い演色性に優れた昼光色系の光を表現する。「全光」モード
が設定されていない場合には（ステップＳ１２９：Ｎｏ）、制御部１１５は、「全光」モ
ードが設定されたか否かを引き続き判断する（ステップＳ１２９）。
【０１０２】
　一方で、例えば使用者がリモコン送信器１８０の「全光」ボタン１８９（図８（ａ）お
よび図８（ｂ）参照）を操作することにより「全光」モードが設定された場合には（ステ
ップＳ１２９：Ｙｅｓ）、制御部１１５は、個別制御不能を解除し、個別制御可能とする
。なお、制御部１１５は、「全光」モードが設定された場合に個別制御不能を解除するだ
けではなく、選択されていた点灯モード（「キレイ」モード、「くつろぎ」モード、また
は「シアター」モード）が解除されたときに個別制御不能を解除してもよい。これにより
、使用者は、例えばリモコン送信器１８０の「Ｒ」ボタン１８５、「Ｇ」ボタン１８６、
および「Ｂ」ボタン１８７を操作して、発光色ごとの調光比を調整して発光色ごとの光出
力を可変させることができる。
【０１０３】
　なお、この例に限定されず、「キレイ」モード、「くつろぎ」モード、または「シアタ
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ー」モードが選択された場合には、それぞれの点灯モードの範囲内において、赤色（Ｒ）
と、緑色（Ｇ）と、青色（Ｂ）と、の個別制御が可能とされてもよい。これにより、それ
ぞれの点灯モードの範囲内において、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、および青色（Ｂ）の微調
整を行うことができる。　
　あるいは、「キレイ」モード、「くつろぎ」モード、または「シアター」モードが選択
された場合には、それぞれの点灯モードにおいて使用されていない発光色の個別制御が可
能とされてもよい。これにより、それぞれの点灯モードにおいて使用されていない発光色
の微調整を行うことができる。
【０１０４】
　図１８は、実施形態の制御部が実行する制御のさらに他の例を説明するフローチャート
図である。　
　使用者が例えばリモコン送信器１８０の「３０分切」ボタン１８８（図８（ａ）および
図８（ｂ）参照）を操作してタイマ機能を選択すると（ステップＳ１４１）、制御部１１
５は、主光源および副光源のうちの主光源を先に消灯する制御を実行する（ステップＳ１
４３）。例えば、制御部１１５は、発光素子１３３Ｌおよび発光素子１３３Ｄを消灯する
。続いて、制御部１１５は、副光源を消灯する制御を実行する（ステップＳ１４５）。例
えば、制御部１１５は、発光素子１３３Ｒ、発光素子１３３Ｇ、および発光素子１３３Ｂ
を消灯する。　
　なお、タイマ機能は、図１６に関して前述した通りである。
【０１０５】
　例えば、電球色（Ｌ）の光と、赤色（Ｒ）の光と、緑色（Ｇ）の光と、の混光が放射さ
れている場合において、使用者が例えばリモコン送信器１８０の「３０分切」ボタン１８
８を操作してタイマ機能を選択すると、制御部１１５は、電球色（Ｌ）の光を放射する発
光素子１３３Ｌと、赤色（Ｒ）の光を放射する発光素子１３３Ｒと、緑色（Ｇ）の光を放
射する発光素子１３３Ｇと、のうちの発光素子１３３Ｌを先に消灯する。続いて、制御部
１１５は、発光素子１３３Ｒおよび発光素子１３３Ｇを消灯する。
【０１０６】
　これによれば、一般的に主光源の照度は副光源の照度よりも高いため、主光源の照度を
先に低下させることで、消灯前には相対的に低い照度の副光源を点灯し、相対的に低い照
度により消灯動作を行うことができる。そのため、睡眠への悪影響を抑制する明かりを提
供することができる。
【０１０７】
　図１９は、実施形態の制御部が実行する制御のさらに他の例を説明するフローチャート
図である。　
　使用者が例えばリモコン送信器１８０の「３０分切」ボタン１８８を操作してタイマ機
能を選択すると（ステップＳ１５１）、制御部１１５は、主光源および副光源のうちの副
光源を先に消灯する制御を実行する（ステップＳ１５３）。例えば、制御部１１５は、発
光素子１３３Ｒ、発光素子１３３Ｇ、および発光素子１３３Ｂ消灯する。続いて、制御部
１１５は、主光源を消灯する制御を実行する（ステップＳ１５５）。例えば、制御部１１
５は、発光素子１３３Ｌおよび発光素子１３３Ｄを消灯する。　
　なお、タイマ機能は、図１６に関して前述した通りである。
【０１０８】
　例えば、電球色（Ｌ）の光と、赤色（Ｒ）の光と、緑色（Ｇ）の光と、の混光が放射さ
れている場合において、使用者が例えばリモコン送信器１８０の「３０分切」ボタン１８
８を操作してタイマ機能を選択すると、制御部１１５は、電球色（Ｌ）の光を放射する発
光素子１３３Ｌと、赤色（Ｒ）の光を放射する発光素子１３３Ｒと、緑色（Ｇ）の光を放
射する発光素子１３３Ｇと、のうちの発光素子１３３Ｒおよび発光素子１３３Ｇを先に消
灯する。続いて、制御部１１５は、発光素子１３３Ｌを消灯する。
【０１０９】
　これによれば、例えば、赤色（Ｒ）の光と、緑色（Ｇ）の光と、の混光の相関色温度が
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消灯前に違和感を与える場合には、発光素子１３３Ｒおよび発光素子１３３Ｇを先に消灯
することで消灯前の違和感を解消することができる。この場合には、消灯前に電球色（Ｌ
）の光を提供することができる。
【０１１０】
　図２０は、実施形態の制御部が実行する制御のさらに他の例を説明するフローチャート
図である。　
　この例では、電球色（Ｌ）の光を放射する発光素子１３３Ｌと、赤色（Ｒ）の光を放射
する発光素子１３３Ｒと、緑色（Ｇ）の光を放射する発光素子１３３Ｇと、が消灯状態に
ある場合について説明する。
【０１１１】
　電源部１１０のシャーシの内部に設けられた回路部品１１６は、図示しないセンサを含
む。センサとしては、例えば人間の存在を検知する人感センサなどが挙げられる。人感セ
ンサとしては、例えば、赤外線を用いたセンサや、超音波を用いたセンサや、マイクロ波
を用いたセンサなどが挙げられる。なお、センサは、器具本体１２０に取り付けられてい
てもよい。
【０１１２】
　本発明者が得た知見によれば、色温度または相関色温度が比較的低い光色は、眠気を妨
げにくい。そのため、就寝前や夜間の比較的短い時間の照明には、色温度または相関色温
度が比較的低い光色がより適当である。しかし、色温度または相関色温度が比較的低い光
色を実現するためには、色温度または相関色温度が比較的低い発光素子を用いる必要があ
る。
【０１１３】
　これに対して、図２０に表した例では、電球色（Ｌ）の光を放射する発光素子１３３Ｌ
と、赤色（Ｒ）の光を放射する発光素子１３３Ｒと、緑色（Ｇ）の光を放射する発光素子
１３３Ｇと、が消灯状態にあるときに（ステップＳ１６１）、制御部１１５は、人感セン
サが人間を検知したか否かを判断する（ステップＳ１６３）。人感センサが人間を検知し
ない場合には（ステップＳ１６３：Ｎｏ）、制御部１１５は、人感センサが人間を検知し
たか否かを引き続き判断する（ステップＳ１６３）。
【０１１４】
　一方、人感センサが人間を検知した場合には（ステップＳ１６３：Ｙｅｓ）、制御部１
１５は、電球色（Ｌ）の光を放射する発光素子１３３Ｌと、赤色（Ｒ）の光を放射する発
光素子１３３Ｒと、緑色（Ｇ）の光を放射する発光素子１３３Ｇと、を点灯させ、発光素
子１３３Ｌのみが点灯した状態の相関色温度よりも低い相関色温度の点灯状態とする。例
えば、人感センサが人間を検知した場合には（ステップＳ１６３：Ｙｅｓ）、制御部１１
５は、「おやすみアシスト」モードを実行する。
【０１１５】
　これによれば、就寝前や夜間の比較的短い時間の作業時において、実施形態にかかる照
明器具１００は、人間を検知し自動で点灯する。点灯する光色の相関色温度は、電球色（
Ｌ）の光を放射する発光素子１３３Ｌの相関色温度よりも低い。そのため、就寝前や夜間
の比較的短い時間の作業時において、眠気を妨げにくい光色を実現することができる。例
えば、使用者が夜間にトイレ等に行く場合において、覚醒を促すのではなく、再度の就寝
を阻害することを抑えることができる。
【０１１６】
　次に、実施形態にかかる照明器具１００と、検知手段と、を備えた照明システムについ
て説明する。　
　照明システムは、図１（ａ）～図２０に関して前述した照明器具１００と、検知手段と
、を備える。検知手段としては、例えば、人感センサや、生体センサや、画像センサ、荷
重センサなどが挙げられる。人感センサとしては、例えば、赤外線を用いたセンサや、超
音波を用いたセンサや、マイクロ波を用いたセンサなどが挙げられる。生体センサとして
は、脈波や、心電や、体温や、体動や、血圧などの生体情報を測定するセンサが挙げられ



(19) JP 6536662 B2 2019.7.3

10

20

30

40

50

る。画像センサとしては、例えばカメラなどを有する画像センサであって、人間の動きや
、目の動きなどを検知するセンサが挙げられる。
【０１１７】
　実施形態にかかる照明システムは、居住者の寝室における就寝前の行動をセンサが検知
し、センサの検知結果に基づいて所定時間後に照明器具１００を自動消灯する。例えば、
センサが居住者の就寝前の行動を検知すると、照明システムは、５分後に照明器具１００
の消灯を開始し、居住者が気にならない程度の例えば約１０分間の時間をかけて照明器具
１００を減光し自動で消灯する。「就寝前の行動」としては、例えば、居住者が寝室に入
る行動や、居住者がベッドに座る行動や、眠りにつく行動や、眠たさを感ずる目の動きや
、パジャマを着る行動や、風呂から上がる行動などが挙げられる。
【０１１８】
　これによれば、センサが居住者の就寝前の行動を検知することで、居住者が特定の操作
を行うことなく、照明器具１００を所定時間後に自動的に消灯することができる。
【０１１９】
　実施形態にかかる他の照明システムは、図１（ａ）～図２０に関して前述した複数の照
明器具１００を備える。複数の照明器具１００のそれぞれには、個別制御アドレスが設け
られている。制御部１１５は、複数の照明器具１００の調光および調色の少なくともいず
れかを時間差をもって制御する。
【０１２０】
　例えば、複数の照明器具１００は、天井から床にかけて配置されている。例えば、複数
の照明器具１００が「おやすみアシスト」モードを実行している場合において、制御部１
１５は、電球色（Ｌ）の光を放射する発光素子１３３Ｌの消灯を天井から床にかけて２０
分、２１分、２２分で行う制御を実行する。続いて、制御部１１５は、照明器具１００の
完全消灯を２８分、２９分、３０分で行う制御を実行する。つまり、制御部１１５は、天
井に配置された照明器具１００から床に設置された照明器具１００にかけて順に消灯する
。これによれば、日の入りのように消灯していく時間差調光を実現することができる。
【０１２１】
　あるいは、例えば、制御部１１５は、昼光色（Ｄ）と、青色（Ｂ）と、の発光色を混色
する制御を実行する。例えば、制御部１１５は、照明器具１００の消灯状態から電球色（
Ｌ）の光を放射する発光素子１３３Ｌを点灯し、その後に、昼光色（Ｄ）の光を放射する
発光素子１３３Ｄと青色（Ｂ）の光を放射する発光素子１３３Ｂとを点灯し調光および調
色の少なくともいずれかを実行する。これにより、使用者に対して覚醒を促すことができ
る。
【０１２２】
　あるいは、例えば、複数の照明器具１００は、天井から床にかけて配置されている。例
えば、照明器具１００が消灯状態にある場合において、制御部１１５は、床に設置された
照明器具１００から天井に配置された照明器具１００にかけて０分、１分、２分と時間を
ずらして点灯開始を行う制御を実行する。続いて、制御部１１５は、発光素子１３３Ｌを
点灯し、調光および調色の少なくともいずれかを床から天井にかけて８分、９分、１０分
後に実行する。続いて、制御部１１５は、発光素子１３３Ｄと発光素子１３３Ｂとを点灯
し、調光および調色の少なくともいずれかを床から天井にかけて２８分、２９分、３０分
後に実行する。これにより、日の出のように点灯していく時間差調光を実現することがで
きる。　
　なお、照明システムに関して前述した時間は、一例であり、これだけに限定されるわけ
ではない。
【０１２３】
　本発明のいくつかの実施形態を説明したが、これらの実施形態は、例として提示したも
のであり、発明の範囲を限定することは意図していない。これら新規な実施形態は、その
他の様々な形態で実施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の
省略、置き換え、変更を行うことができる。これら実施形態やその変形は、発明の範囲や
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要旨に含まれるとともに、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれる
。
【符号の説明】
【０１２４】
　１００ 照明器具、　１１０ 電源部、　１１０ａ 上面、　１１１ 嵌合部、　１１３ 
アダプタガイド、　１１５ 制御部、　１１５ａ 設定情報入出力部、　１１５ｂ 調光制
御手、　１１５ｃ 記憶手段、　１１６ 回路部品、　１１７ａ 制御回路、　１１７ｂ ス
イッチング制御回路、　１１８ａ モード記憶部、　１２０ 器具本体、　１２０ａ 下面
、　１２１ 穴、　１２３ 突起部、　１２５ 穴、　１２７ リモコン信号受信部、　１３
０ 光源部、　１３１ 基板、　１３１ａ 下面、　１３１ｂ 穴、　１３３、１３３Ｂ、１
３３Ｄ、１３３Ｇ、１３３Ｌ、１３３Ｒ 発光素子、　１３５ 電線、　１３７ 電源供給
部、　１４０ 配光制御部、　１４１ レンズ部、　１４１ａ 第１の部分、　１４１ｂ 第
２の部分、　１４１ｃ 第３の部分、　１４１ｄ 拡散処理部、　１４１ｅ 平坦部、　１
４１ｆ 光拡散部、　１４３ 爪部、　１４５ 凸部、　１５０ カバー、　１５０ａ 下面
、　１６０ 間接光光源部、　１６１ 基板、　１６３ 発光素子、　１６５ カバー、　１
８０ リモコン送信器、　１８０ａ カバー部、　１８１ 「キレイ」ボタン、　１８２ 「
くつろぎ」ボタン、　１８３ 「シアター」ボタン、　１８４ 「おやすみアシスト」ボタ
ン、　１８５ 「Ｒ」ボタン、　１８６ 「Ｇ」ボタン、　１８７ 「Ｂ」ボタン、　１８
８ 「３０分切」ボタン、　１８９ 「全光」ボタン

【図１】 【図２】
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